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これからも安心して水道を使い続けるために、

水道料金の見直しが必要です。 

令和 7年１２月 南知多町水道料金審議会で、

新しい水道料金についての答申がありました。 

どうして 

見直しが 

必要なの？ 純損益の推移
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令和 6年度決算では 

約7百万円の純損失(赤字) 

が発生し、その後も赤字が拡大する

見込みだからです 

▶

このままでは経営破綻状態に…

→なぜ赤字になってしまうのか、水道事業に関する数字の移り変わりを見てみましょう 

水道事業の

収益的収支
1,100万円 

△700万円
△１億円 

５年前 
（R元年度）

いま 
（R６年度）

５年後 
（R１１年度）



ポイント１  水道を使う人が少しずつ減ってきている

ポイント２  料金収入が減ってきている ※２５年間水道料金の値上げをしてこなかった

ポイント３  県から買う水の料金が値上げされ、出費が減らない

水道事業の経営がきびしい現状に

水道料金審議会の 

審議の内容はこちらから 

ご覧いただけます → 

５年前 
（R元年度）

いま 
（R６年度）

５年後 
（R１１年度）

県から買う 

水の料金

17,700人 

３１７万㎥ 

５億２千万円

2億６千万円 ２億４千万円 2億５千万円

料金収入

使っている 

水の量

水を使う 

人の数

使う水の量は減っているのに、 

県から買う水の単価が高くなり、 

出費が減らない！

使う水の量も収入も減少

15,６２７人 

２９３万㎥ 

４億６千万円 

14,091 人

２６７万㎥

４億２千万円

お問合せ 南知多町水道課 0569-65-0711（内線 161）

南知多町 HP（水道料金審議会） 

▶


